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５．研究・調査の目的 

本研究計画では長年培ってきた日仏間の研究協力体制を生かして、東北地方太平洋沖地

震の破壊過程を詳細に解明し、当該地域および他の様々な沈み込み帯における将来の巨大

地震の破壊過程や強震動発生を予測する上で役立つ知見を得る。地殻変動や地震波などの

高品質大量データを生かして、長期の地殻変動による応力蓄積過程から破壊すべりの進行

および強震動生成過程まで、幅広い周波数帯域での震源像を明らかにする。これまで日本

側で進んでいる震源像の各種緊急解析結果をベースに、新しいデータを追加した解析によ

って低周波から高周波まで幅広く参照可能な運動学的地震モデルを構築する。それをリフ

ァレンスとして長期の地殻変動による応力蓄積を沈み込み帯全体スケールで評価したり、

地震の破壊すべりが動的に伝播する際の断層幾何構造や自由表面の影響を評価したりする。

さらに過去にフランス側研究者が良く研究してきたスマトラやチリの超巨大地震の分析結

果との比較を通じて将来の沈み込み帯地震津波災害の軽減のための基礎情報を得る。 

 

 

６．研究・調査の成果 

 ６－１ 研究・調査の成果 

東北地方太平洋沖地震の巨大な変形を、弾性だけでなく粘弾性も考慮したモデル計算、



 ２ 

観測の両方から研究するための枠組みを提示することができた。この地震の破壊プロセス

を様々な角度から分析することで、数百秒の広帯域と数ヘルツの短周期で異なる振る舞い

がみられることを示した。これまで不可能だった複雑な構造や特殊な物理効果を取り入れ

た数値計算コードを作成することができた。複雑な破壊過程を動力学的モデルで再現する

ことによって、比較的簡単に得られる地震活動のデータベースが破壊過程の定性的予測に

役立つことを示した。 

 フランス研究者が長年研究してきた数理学的な知識を生かした分析を行う一方で、日本

の機関で取られた観測データをフランス側が効果的に利用することができた。それを利用

するための便宜がはかられた。 

 本研究の成果から、今後数十年に日本列島周辺で起きる長期的な地殻変動の一部は地下

深部での粘弾性変形の効果であると考えられる。また日常的におきている地震活動の情報

から、プレート境界の複雑さを定量化したり、定性的な動的破壊プロセスの予測が可能に

であることが示された。 
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